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特別損失の計上及び通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期におきまして、下記のとおり特別損失を計上するとともに、2024年 10月 28日に公表

しました、「2025年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）」における連結業績予想と実績

に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上 

当社の中国大陸にある連結子会社が保有する固定資産のうち、想定以上の市場の急速な変化への対応が遅

れたことに伴って、資産の収益性が低下したことにより、投資額の回収が見込めなくなった複数製品の製造に

係る固定資産について回収可能性を検討した結果、340億円を減損損失とし特別損失に計上いたしました。 

 

２．2025年３月期通期連結業績予想と実績との差異（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 730,000 48,000 48,000 36,000 212.20 

実績数値（B） 724,454 48,479 50,369 12,168 71.73 

増減額（B-A） △5,545 479 2,369 △23,831 － 

増減率（％） △0.8 1.0 4.9 △66.2 － 

(ご参考)前期通期実績 

（2024年３月期通期） 
702,284 42,766 51,515 37,196 219.30 

 

３．通期連結業績予想と実績との差異の理由 

2025 年３月期通期につきましては、営業利益及び経常利益は海外住設事業における米州事業でのウォシュ

レットの拡販及びアジア事業での台湾地域の業績好調や、新領域事業における半導体市況の回復に伴う静電

チャックの販売増により堅調に推移し予想を上回りました。 

一方、上記１でお知らせした減損損失を特別損失に計上したことで、親会社株主に帰属する当期純利益は前

回発表予想を下回る結果となりました。 

詳細につきましては、本日公表の「2025年３月期 決算説明資料」をご覧ください。 

 

以  上 


